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ご挨拶

北スラウェシ日本人会

代表幹事　平野健

当地在留邦人の皆々様には、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

会報「タルシウス」も、・編集をして頂いている石野さんと長崎さんのご努力により、二桁

の第十号を完成させる運びとなりましたことに、誠に感謝の念に耐えません。

本年当初の懇談会の席にて、新たに当地へ在留された邦人の方々がお見えになり、

また、前田会長が長期にわたりご不在の状況が続いているため、小生が会長への就

任とのご推薦を頂きましたが、大役を果たせる器でもなく、在留されている方々の数も

少なくなり、小規模になったのにあわせて、代表幹事という形で会のお世話をさせて

いただく運びとなりました。

本年、日本の0工）Ａの援助による、海上用コンテナターミナルがピトン港に完成いたし

ました。産業活性により、日本企業の進出が期待されています。また、昨年、ピトンに

完成いたしました、日本人墓地へ参拝される日本人の方も、今後、増えてくると思わ

れます。微力ではございますが、できる限りのお世話をさせていただきますので、お引

き立ての程ひとえにお願い申し上げます。



番　付　炊　拶

在マカッサル総餌事　　後　臓　　昭

4月26日、マカッサルに著任しました。妻同伴です。

私の在外公館勤務は、今回で7ヶ所6カ国となります．，　今まで、欧州、中融、

大洋州地域に勤務しましたが、アジアは初めてです。　現役中に一・度はアジア

勤務を経験したいという希望を持っていましたが、今回図らずも、アジア、そ

れもインドネシアという日本にとって人切な国のマカッサルに動橋を命じられ

幸運と思っています。

マカッサルでの最初の朝にアザーンを聞き、とても懐かしく感じました。

以前、中東のクエイトとシリアで勤務したときに、毎日聞いていたものでした。

ご案内の，ように、在マカッサル日本総咄事柄の管幡地域は、東インドネシア

全域と広いものであり、比較的小規模の公館で全管轄地域を遺漏なくカバーし

ていくことは、決して易しいことではありません。そこで必要となるのは、在

留日本人の方々からのご支援です。　皆様からの様々な形でのご協力とご支援

なくしては、総領事館としての任務が十分には遂行できません。従いまして、

総領事館と在留日本人は、ある意味で運命共同体と言えるかも知れません。

北スラウエシ州は、当館の盛要な管轍地域の一一一つです。　北スラウエシ州の

マナド、ビトウンは特に、古くから日本との交流があった地と聞いています。

また、同州は、大学及び諦佼レベルでのＩｌ本．椚教鞭に熱心であり、日本として

も講師派遣等で応分の協力をしていることは、鱒様もご承知のことと思います。

次に、これは釈迦に説法となりますが、北スラウエシ州に滞在する在留日本

人は、外国人であり、同地の文化・風俗・習慣を尊重し、当国の法律を遵守す

るということが極めて大事です。　これを念頭において滞在すれば、基本的に

は問題ないと思います。

以上、少し堅苦しい言葉となってしまいましたが、これは自戒でもあります。

最後に、北スラウエシ州をできるだけ早く訪問したいと考えていますが、皆

様とは、公式、非公式に関係なく、意志疎通を図っていきたいと思っています。

どうぞ宜しくお願いいたします。
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スラウェシ島ピトン市の慰霊祭に参加して

スラウニｌ：シ餌ｌ本人馴柏骨僻余余艮　　糸満　強健

インドネシアのスラウェシ島ピトンシ市で漁業関係の仕事をしている長崎節

夫さんが、沖関根の川り用いぐ塙仙骨仰脇ノ川川畑廿かり徹したのり‥；＝1日目年

12月である。

その内容は、太平洋戦争以前から戦中にかけて同地で死亡した日本人の墓が

無惨に荒らされ、その姿を見るに心痛く、そして異郷の地に眠る人の殆どが沖

縄県出身の漁業者であり、これら先人連の～．巧拙を振り返ると、同郷の練嘩子弟

としては彼等が安らかに眠れるよう墓地を整備し、そして「遠く離れた地に沖

縄の漁法を導入した県人の足跡を残し、歴史を後世に伝えたい」旨のことであっ

た。

このことはテレビ等でも報道され、私たち長崎さんの友人としても少しでも

手伝えればとの思いから「スラウェシ島日本人墓地整備会」を設け、沖縄での

協力呼びかけの窓口となったわけである。

ピトンと押測との関係については、1920年代の末期に甜領東インド・セ

レベス島のメナドで造船所を営んでいた愛知県出身の大岩勇氏が、ピトンで「

大岩漁業」を設立し、かつお釣り漁業とかつお節工場を営んだのに伴って、当

時パラオ群島に進出していた沖縄県漁民を誘い入れたのが始まりとされている。

現在、大岩勇氏のご子息の大岩富さん（現地名　ＴＯＭＹ ＳＥＭＲＥＮＧ）はピトンに

ご健在で活躍されており、今回のことが機会となって直接お会いし、いろいろ

なお話しや貴重な資料等をいただくことができて感激したしだいである。また、

沖縄県出身者のご子息で現在ピトンで漁業を営んでいる我喜屋（がきや）さん

にもお会いできて、ピトンと沖縄の関係の深さを改めて感じた。

1940年代の始めごろ、ピトンは「大岩漁業の街」として賑わい、80余

名の沖縄県漁民がかつお釣り漁業に従事してたようであるが、そのうち35名

が戦争の犠牲となった。からくも生き残った者は戦後沖縄に引き揚げている。

引き揚げ者や遺族たちは、1983年ごろまで遺族会を結成したり、また、ピ

トンを訪れて残留家族の調査や慰霊祭を行なうなどしたようであるが、戦後6

0年を経て当事者の多くは高齢となりまた亡くなったりして、いまでは関係者

を探し出すこともだんだん難しい状況になっている。

しかしながら、何名かの遺族から積極的な協力申し入れがあり、なんとかあ

る程度の資金を募り心ばかりの協力ができたが、実際の現地での墓地建設にあ

たっては、現地で働－く日本人関係者などによって重機類、資材の提供など献身

的な奉仕がなされ、私たちの協力金だけでは到底及ばないような立派な墓地が

出来上がった。　改めて皆さんに感謝申し上げる次第である。

私たちは、昨年9月22日に墓参団としてピトンを訪れ、墓前で沖縄三線の

演奏や伝統舞牌を奉納し、余興の終わりには測地の轡輔も総出で沖糊のカチャ

ーシーを舞って御霊を慰めることができました。

ところで、最近のインドネシアと沖純の交流関係を見ますと、現在沖縄県に

は200名以上のインドネシア人が滞在していると言われ、また琉球大学や名
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桜大学等への留学生もおり、幅広い交流が期待されている。いろいろな交流

促進の窓口としては沖縄インドネシア友好教会が殺せされ、奄流イベントの開

梱など名曲待）サボ　トが日子【わけ（、い信

一方、水産関係については、煩都那覇市が毎年30余名のインドネシア人漁

業研修生を受け入れて鮨漁船の頚組員養成をおこなっている。　6ケ月間の日

本語研修・油華技術研修の絶ｌ：用ｆｌ師に噛り込．7／′、血加東机壇研修／主上ｌ Ｔ活賭

している。　インドネシアと沖軸は、撫業の対象魚類や海域状況も似ており、

また気候風土や食生活等も似たところが多いので研修生にも馴染みやすいと思

われ、研修の成根が期待されている．

「戦争」という悲惨な体軌の末に、多くのい‖胞が家族と・ｊｌき裂かれて日本へ

の引き揚げを余儀なくされ、あるいは二度と郷里の土を踏むことなく異郷では
て、決して癒されることのない悲しみを戎しているが、先人連のインドネシア

に寄せる思いは、あの海、ヤシの山々、そして優しさいっぱいの現地の人々の

笑顔によせる思い出ではないかと思う。

過ぎ去った歴史を元には戻せないが、先人の残した功鎖を後世に伝え、新た

な絆を築き、お互いの発展を図っていくことは後輩子弟の務めではないかと思

つ。　その中心となって活躍しているのが現地の日本人会の皆さんである。皆

今後ともインドネシアと日本の架け橋として活躍されることを祈念致します。

ヰ



日本人会と国際交流

一国際交流と沖縄大学の役割車

沖拙人骨は瞳，、声湘教授　　士Ｉｌ日下　∴夫

はじめに

日本人会という名称には、普段まったくご稼がない。　昨年の日本人墓地移

転問題で、北スラウエシの日本人会にお世論になって以来、大学教育とどのよ

う’に問過させられるか、「国際交流」という視点から日本人会について考えて

みた。　背景には、全国的な大学間兢争や少子化対策といった経常問題がある

ことも事実である。．厳しい現実を、夢のある計画で乗り切りたいという願望

も併せてお絆し戯きたいり

「日本人会」「海外日本人会」という名称でネット検索（Ｇｏｏ）すると、約1

00万件近い項目が示される。　この数日林が多いのか少ないのか門外漢には

判断できないが、インドネシアに限定してみるとそんなに多くはないという気

がした。　日本人会の数にしても14ヶ所しかないことなど、中国の43ヶ所

と比較すれば、日本のｌ副軟的な閥心腰がその拙腱かと思えるい

インドネシア、それも北スラウエシを想定しての国際交流教育について、若

干の提言を以下にまとめてみたい。

1．　沖縄大学の紹介　（概要）

沖縄大学は、沖縄県の県庁所在地「那覇市」に戦後最初に誕生した私立大学

である。　学生数は二千名弱、学部は法経学部と人文学部の2学部3学科（法

経、国際コミュニケーション、福祉文化）のミニ大学である。　県都那覇市に

あり夜間課程があるため、勤労学生が昔から頼りにしている大学でもある。

国際交流に関係する学科は、国際コミュニケーション学科であるが、英語と
中国語を軸に語学教育の充実が図られている．，　特に41同語は、県内でも椅強

といわれるスタッフがおり、中国語発表大会でも全国レベルの入省実機がある

。　学部の教育ではないが、県内の4年制大学で唯一、学内に設置されている

のが、「別科」である。　民間にある日本語学校と同じ、専門学校レベルであ

るが、大学付属であるだけに、その内容には民間の語学学校とは違った特色が

ある。　通常は1年課程であるが、2年課程も開設されており、別科から県内

外の大学（国公立、私立）へと進学する学／ｔも多い。　大学進学が目的で入学

するのだから当然とは思えるが、本学には留学生に対する給付型の奨学金支給

が多いともあって、別科・学部とも中国からの入学者が圧倒的である。

（1）　「別科（日本語教育センター）」の紹介と活用法

別科の目的は「沖縄大学または他の大学に進学を希望する外国人に対して、
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日本語教育ならびに日本文化等に則する基礎となる教育を行なう。」ことに

ある。　外国人教育が原則となるが、在外邦人子女の入学実根もあるい　以前

口本国籍ではあるが中国酉ちのγ生が入学したこともあったり　これ乱で教酉

期間は1年間であったが、2005年度から2ヶ年課程も新設された。1年

課程では「終了後、人γの・一声都および人・甘酢での溝義を受講でせることが可傭

なレベルの日本語能ノ川1伸銅できる」という．，　かなり商腔な語学叔潤せいえ

よう。

その点を絨和したのが：〃姑湖紺で助産，．　別井Ｈｌｌ、ｌ川によれば、2年湖相の

受験レベルは「日本語能力4級以上を1年する・者」という．，　4級とは、ひらが

な、カタカナはもちろん、簡叩なし川ｒ会誰ができる捏膿をいい、受験生は現地

の日本語学校等でこの程度の日本語能力を修得していることが前提になるい

学生の大半は中国系である．．　中川人は横丁がぺ－・スにあることもあって、

受験および就学上の榔条件は有‘利と思われ、通日こインドネシアからの酢学生に
はハンディが多いかも知れない。　インドネシアでも既に日本語学校は設立さ

れているかと思うが、甘木翻学駒の撒膏キ大、声と融ｔ湖をとりながらｌ大鵬できな

いものだろうか。

2．沖純研修生と日本人会

先日、糸満漁港で三重県紀伊長島のまぐろ漁船（19トン型）を見学した。

船員は5名、その内3名はインドネシア人（研修生）であった。　日本全国、

撫船東組員に外国人が多いのは、今や普通のことになっている。　沖親の水産

会でもインドネシア人研修／トを受け入れており、県内のまぐろ血脈に配癒して

研修にあたっている。　漁船乗組員の問題だけでなく、2010年以降ＡＰ Ｅ Ｃと

の国際的な約張もあーＪて、飽水臓悪のＩ′川Ｉ化（蔚水産物、ツケ働力）が予定され

ている。　沖縄も、このような日本の枠の中にあり、東南アジアとの関係をよ

り密にせざるを得ない状況にあると云えよう。

日本人会は、このような研修生送りだしの由磯として、事前教育など大学と

の提携はできないだろうか。　漁業分野だけでなく、菓子産業や食品加工業に

は、沖縄の技術・技能の活用が有効ではないかと考えている。　インドネシア

でこれらの産業の中堅幹部になれるような教育・研修を、大学が窓口になって

実現できるのではないかと思う。

3．　海外インターンシップと日本人会

本大学の重点教育方針にインターンシップがある。　県内外の企業、団体等

で就業体験をするものであるが、就職前の体験実習として大学教育の主要な柱

になっている。　この体験を海外にまで拡大することが日本人（学生）の国際

化に極めて有効であると思うので、日本人会との提携をお敵いしたい。　研修

期間、場所とも未定であるが、日本人会でホ一一ムステイの形式をお願いできれ

ば、送り出す側の不安も大きく軽減される。　受スれと引き換えに、日本人会

関係者の本大学進学に関しては、大学側で条件整備をするというようなバータ
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－な提携内容になるかと考えている。

沖縄でも学生は地元志向が強く、海外への関心が薄れがちである。　しかし

20．10年問題は、沖縄にとりでアジソとの患ｌ済世い日　になれるのかどうか、

沖則煩のみならず．、声／ｌ三の将来吏Ｈｌ人きく関係してこ．いう．．

4．糸満市の国際交流邪悪と日本人会

漁業の町「糸満」、という評価は国内だけでなく海外からもある。　インド

ネシアともその関係は古くかつ強い。

糸満漁民は「追い込み桐油汰」という独特用　水血汰を騨梗ＬＴｌ用的在師

園で出漁した。　インドネシア・－樽にも山地し、現地で結婚し、北スラウエシ

にはその子孫が五世まで誕生していると聞いているい　　その歴史には中国機冊

孤児と同じような背旗があるが、中国残留似児ほどには日本政府の援助は行な

われていないと承知している。，　それでは彼らの「ふるさと」糸満両において、

このような海外に居住する糸満系住民に対する配慮は存在するのであろうか、

糸満市の国際交流事業を穏当する係に問い合せてみた．，　槻当者によると、現

在糸満市で実施されている国際交流事業は、主として英語圏との交流であり、

市が発行する文書や報告書の類を英語に翻訳することが主業務で、その合間に

′一　校に行き英新教伽の複を里たしている、ということであーＪた．．　羊輝の人、ｌｌ

は人件費であり、それも一人分がやっとの規模であった。

沖縄県内市町村の大半が糸満市と似たようなレベルではないかと思う。　し

かし糸満市には、過去において海外に漁民を送り出した歴史と共に、現在は他

の市町村にはない「高度水産都市」としての先行事業が存在している。　第3

種に指定されている糸満漁港は、県内最大の漁港であり、県外漁船も活発に出

入りしている。　水産関連施設としては、水産公社魚市場、県漁連加工施設、

蒲鉾組合加工場、水産公社冷蔵庫、糸満漁協魚市場、などがある。　試験研究

・教育施設としては、沖縄県水産試験場、水産業改良普及所、県立沖棚水産高

校がある。　民間の水産開運施設には、造船所、機関修理工場、食品加工会社

などがある。　糸満市には、水産業に関係するあらゆる機能がそなわっている。

以上のことから、糸満市は水産業研修生を受け入れるのに最適な環境にある

ことが理解できよう。　糸満市の国際交流とは、このような条件を活かした事

業内容であるべきで、海外からの水産研修生に対する多様な支援策が検討でき

よう。

5．　沖縄水産高校の実習船活用法

日本の水産高校は、世界でも珍しい専門学校と言えるのではないか。　どの
蘭にも彼膿されているわけでもなく、あるとしてもその軟は非常にすくない。
日本には現在、34県に53校（分校をふくむ）があり、沖縄県でも2校設置

されている。　つまり、ほぼ県単位で水産高校を保有している状況である。
そして、その水産高校には大型の漁業実習船が付属している。
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実習船の避常には、膨大な経費がかかるい　　手元に平成15年度の噂媛県予

算の資料がある。　梢蟄別や堺のトッゾにあげられているのがＩ‾水肘大村舶軽

費である。　ハワイ沖で原潜と衝突事故を起こした実習船の代替船「愛燻丸」

を使っての実習実施経費で、金額は一億五千万円。　高校経費のなかではダン

トツである。　実習船自体は、日本政府負担で建造してくれるから県の負担は

小さい。　いわば、梅の公共二［事といＶＪた位置すけかとも息うい

沖縄県も平成14年度に「海邦丸5世（499総トン）」を建造（新替え）

したばかりである。　沖縄県の大型漁業実習船は、現在この海邦丸5匹一隻だ

けであるが、平成14年まで2隻の大型実習船を保有していた。　水盛商校2

疎に2隻と、申し分のない配備であったが、生徒数が減少傾向にあったから1
隻に縮小されたのも当然のことかと認識している。

いま思うに、我々はこの大型実習船の活用法を間違えていたのではないか。

水産教育の衰退を嘆く声は大きいが、明治以来、「水産」と云う藤薬教育は連

綿として続けられ、今後も消滅することはないだろう。　それは、日本国にお

ける水産業の位置ずけを考えれば当然のことである。　しかし、時代が変われ

ば産業の質も変わらざるを得ない。　水盛教育も時代に即応した、あるいは時

代を先取りした教育内容を考えなくてはならない。

他の産業もそうであるが、水産業ももはや、日本国内の枠組みだけで成り立

つものではない。　このような時代に水盛高校の教育はどうあらねばならない

か。

ここに、漁業実習船の存在価値が大きく浮かびあがる。　実習船というのは

言わば「動く校舎」である。　必要な時に、必要な場所へ持っていける。

沖縄県は、現在の水盛教台の「墟非線」を即刻取り払って、強雨アジア・ミク

ロネシア、メラネシアの国々まで守備範囲を広げるべきである。

海邦丸5世は7月10日現在、インド洋にてまぐろはえなわ漁業の実習中で

ある。　往きも帰りもマカッサル海峡を通航する。　例えばピトンの水産学校

と何らかの形の接触をすることは、物理的には極めて容易な事なのである。

即ち、沖純県は大型実習船を使って、県内生徒に対する教育の成規をあげる

だけでなく、国際交流あるいは国際貢献の事業を展開できる。

実習船の活用を考え、糸満漁港の多様な機能を組み合わせることができれば、

糸満市のみならず沖縄県の国際交流事業の産業的価値の見直しにもつながるの

ではないかと思っている。

5．　寄付口座、指定寄付、冠奨学金の活用と日本人会

近年、沖縄大学が県内の他大学に比べて元気があるとすれば、その原因のひ

とつは大学が外部との提携を強化している事にあろう。

去った6月30日、我々学内外の有志は「泡盛学会」を発足させた。　「泡
盛」という沖職の虔議財腰を脅威するという目的に、大坪崗併錆が鉾翻したこ
とになるが、その背景には本大学の講座に、泡盛マイスター協会の寄付講座、

「泡盛マイスター養成実践講座」が設置されていることが大きい。　ワインの
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ソムリエに相当する胸痛のプロを育てたいという協会の口約は、桐感藤等の

育成に密接につながるので、大学から協会に講座設避をよぴかけたのである。

「寄付訴座」というのは、理科系講座には拝からあり、その設置駁費も人件

費込みということもあって、最低でも一一千万をこえるのが普通であった。　沖

縄大学がはじめた「寄付講座．」は、講師派遣型と現金寄付聖の2稲類ある。

前者は、寄付者側が講師という形で寄付するのであるから人件費は発生しない

ことになる。　現在、設置されている「証券学入門講座」は、証券会社の支店

良が謝価となって一夫臓されており、調価出川、11棚が人′’声への播付ということに

なる。　後者は、1回の講師料を1万円とすれば、年間講義は30回（4単位〉

だから、30万円で諦座開設が可能、ということになる。

これに加えて、「指定寄付」「冠奨学金」といった外部資金獲得にも努力し

ている。　これら外部からの寄付金に対しては、税務署が認める経理扱いの領

収書が発行されている。　宗教法人と学校法人は、税金対策上優遇されている

事実はあるのに、本大学はその活用に消極的であった。　分からなかった、と

いうのが正確なところか。　寄付する側からは、税金に持っていかれるよりは

有効に活用できるとい‘うことで、このシステムは概ね好評を得ている。

「冠奨学金」の冠とは、奨学金に布付者の名前が明示されるという意味であ

る。　「00株式会社奨学金」と具体的に名称が付けられる。

日本人会にお願いしたいのは、このような制度を利用して、国際交流講座を

寄付して戴けないかということであるい　　調価派遣型でも現金寄付型でも、日

本人会の目的を支援できる講座内容を考えて戴けたらとおもいます。

大学も従来のような感覚での経営は不可能となっている。このような危機の

時代だからこそ、本来の教育目標について真剣に考える状況にあるといえるだ

ろう。

現在、寄付講座の中に「典子産業プランナー勘成実践納座」というながある。

この講座は、東京から講師が派遺される講師派遣型の部分と、沖縄県からの寄

付金を併せて開設されたものである。　大手菓子企業（グリコ、森永、明治な

ど10数社）のバックアップと菓子産業コンサルタントの熱意で実施されてい

るが、国内の大学には「菓子学科」がないこともあって、葉子関係者の期待も

大きいという。　開設に協力した者としては、県内菓子産業の振興を考える県

当局の勅特とは別に、2010年体制を視野にいれた　ｒ別科教育」の清性化に

狙いはある。　たとえばインドネシアに現地工場を構えるとか、あるいは原材

料の供給を求めるためには、地元人材の協力は不可欠であろう。　事業の展開

以前に人材の育成を考えるべきだと思う。　そこで本大学の「別科」の役割が

出てくる。　必要人材を別科で教育し、インドネシアに送りかえす。　このよ

うな場面で、人材の発掘、遠足等に日本人会の役割を期待したいのである。
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おわりに

4（川雄の友人柏崎11の仙酔ｈ．．＝・川川も不・ｌ射＼た－…川1、日の在：日、伸

縮することになった。　北スラウエシ日本人会には、外務省という†ｌり　機柵の

役割とは放た適う立場でｌＡＩ際交流の最前線にｌトＪｔＣいると謡える、ぐあろう、

外務省としても、おそらく瑚地日本人余のこの、Ｌうな＿立糊は心付てお用、日本

人会の活動に期待するところも大きいのではないか。

私も、沖純という海外移民の歴史では特色のある県に42年も渾存している

ヤマトンチュ（本日ｌ周雄）であるＨ＋▼柄、仲間岨相身で私あるが、いり親は

愛知県、私の出生地は千葉県とい＿う複合型である。

沖縄の若者が海外に関心が持てるように大学教育にもＴ夫が求められる。

本学は私学であり、予算人員共に制約だらけの状況であるが、考える事だけは

無限大にできる。現地日本人会と人事が撮胱できれば、いろいろな企由が寒
用できそうである。

長崎君の依頼に十分応えられなかった点をお詫びしつつ、北スラウエシ日

本人会の楢様に沖細入一、㌢のｌ）11なさせていただきこしした．，
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トモホンで日本語を教えています

ＰＰｌＨ　ミナハ廿　日本一桁卑仕溝価　　上　杉的1㌧

私がメナドというＪｌ名を月‘にしたの私、、・Ｉ。いぷん以前のことです．　　川潮1

年代にダイビング雑誌の取材・舶集をしていた唄、インドネシアに詳しい方か

らとてもすばらしいところだと聞きました。それから20年以上たって、メナド

にも近いトモホンに新しい日本語教育機関ができることを知り、今咋3日末、

ＰＰＢＪミナハサに避止するに至りたわけです．，　昨年9月はダイビング旅行

を兼ねて下見にも釆ました。10日はど滞在して、ブナケン畠、メナド・トウ

ア島周辺車のダイビングをしたり、トモホン、トングノなどを訪ねたりしまし

た。　自然増境の過しさだけでなく、11本との雌史的なつながりも興味深いと

息いました。　フイリ．．ピンやタイのような日本人町はなかったにしても、かつ
てスラウェシ島に朱印船で渡ってきた日本人はいたのでしょう。　また、沖縄

などから移住してきた漁師、水産業の方たちのことも知りました。

そして4月8日の開校式を行ない、11日からＧＭＩＮ本部のあるプキット

・インスビラシに立つＰ ＰＢＪミナハサの教零で、月曜日から金昭＝1までイン

ドネシアのノ上越に日本調を教えてい敦リ。　すでに3か月近くたち、全くひら

がなも読めなかった、ゼロから始めた学生さんたちも、授業以外の会話もでき

るようになりました。

そもそもインドネシアの日本語教育は、1942～45年に軍政下で行なわ

れたこともありましたが、大学で始まったのが1960年代、80年代以降は

高等学校の第二外国語として盛んになったようです。　そこで学習者数から見

ると、高校で勉強している初級学習者が圧倒的に多く、75％ほどを示します。

ＰＰＢＪミナハサの本科コースの初級学習者のなかにも一郎、高校で層修した

ことのある人が含まれています。

日本人会の皆様方はご存知のことですが、トモホンで日本語を学んでも、す

ぐに教室の外で会話を実践することはできません。　また、メナドに来る日本

人旅行者はダイバーが多く、ミナハサ高原まではなかなか訪れませんので、旅

行者に日本語を試す機会もありません。　そこで、日本語を勉強した後どうし

ますか、将来の夢は何ですか、と聞いてみると、日本へ行って勉強したり働い

たりしたいという答えが返ってきます。　一方、日本は経済のグローバル化と

ともに、少子高齢化で労働者人口の不足が問題となり、これまで海外からの単

純労働就労者を日系人、技術研修生などに限定してきた状況が大きく変わるこ

とが予想されます。　すでに人材交流の政府間の交渉は始まっています。時が

来れば、「日本に行って働きます」という希望はかなえられるかも知れません。

しかし、ＰＰＢＪミナハサに在校中にも、もし皆様のお時間がありましたら、

あるいはミナハサでの日本語教育にご関心をいただけましら、学校へお出でい

ただいたり、メナド、ビトウンでの日本語実習にご協力いただければ嬉しくお

もいます。　そして、日本語教育を通じて、ミナハサと日本との橋渡しができ

るようになったらいいと思っています。
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7　0　歳　か　ｔ　の　桃　胱

ミナハサ日本語研修センター　　玉　井　三　郎

1．　戦後50年終戦記念日の誓い

今かｌ．，ｌ柁1（川面、1リリ！川の頼朝．ｉｌｌ′こ1、日に、仏日Ｊい・Ｊｌ．一㌢触動ヅ川的日

で働いていた陣昭第‘．追接ししょう跡Ｊｌ恒）ｌＨｌｌ川りに立っていましたい　　その柚

は王子で、石神井川につながる別が大きく迂国している地形で、当時から朗に

焼き付いていました。　今は日本たばこ産業の‾1二場になっていましたが、正門

の位置は変わっていませんでしたｔ，

私は、そのとき65歳で、まだ什事を続けておりました。　あと10・年は仕

事を練けられるが、そのあと何をしたら．［いか、融い悩んでいました。

ところが、この止門の前に立って、忽然と「インドネシア人に日本語を教え

よう」と思い立ったのですり

り
ＬＪ　． 日本新を救える

私は、1964年から経営コンサルタントの仕事をしておりました。企画診

断指導、各種研修、仝固講淡、海外視察などが1三な仕明でした。　この中で培

われたものは「話す、書く、教える、指導する」能力でした。　これらの能力

を活かして何かをしよう、と考えたわけです。．　その何かが「経営」から「日

本語」になりました。　全ての日本人が日本語を話せるからといって、日本語

を教えることができるとは限りません。やはり、日本語教育のための専門教育

を受ける必要があります。　私は、仕事を続けながら2年間、拓殖大学の日本

語教師養成講座に適いました。　入学した人は39人でしたが、卒業できたの

は20人でした。

3．　インドネシア人を対象に

1983年、私は夫婦でインドネシアに旅行することを計画しました．1　そ

れまでの海外旅行は多くの経営者を集めて視察団を組み、そのコーディネータ

ーとなり、アメリカ、ヨーロッパ、オセアニアなどの企業経営、社会環境、雇

用状況、商業施設など見学するのが目的でした。　私は、団体旅行ではなく個

人でのんびり旅行をしたいと思い、最初に夫点だけでのインドネシア旅行を選

んだのです。

そのため、インドネシア語を勉強する必要に迫られました。　そこで、拓殖

大学のインドネシア蘭前座に、1年間通いましたｕ　　この碑魔の緒継で会請を

担当したのが、まだ日本に来たばかりのイドリスノ・フアリダ先生でした。

このフアリダ先生を通して多くのインドネシア人と知り合いになり、日本語を

教える対象がインドネシア人に絞られてきました．，

ｊヱ



4．　色々な人との出会い

ソアリダ先生はムスリムで叫が、マリド周れ人骨（以曲の勅再入学）の巫畢

生です。　この先生が1985年に、月一一回のインドネシア語の勉強会「テラタイ

会」を作りました，．　私は、その会に習年から出席していますが、19相　伴か

ら頭在に至るまでは、会の幹弔、取りまとめ役をしています。

この会には常時、日本人出席者が17～20名、インドネシア人は10名程

度が出席していますが、はかにも多くの人が出入りしていました．，　その延べ

人数はぎっと500人以上になりますい　この500人の人達と私との川会い

がありました。

その中に、マナドに関係する人が何人かおりました。　特に関係が深かった

のは、「オパ次郎」でした1．　オパはⅢ在8り歳になり放すが、77臓のとき

にマナドに家を造りました。　オパとはそのとき以前からの知り合いでした。

5．　選ばれたミナハサの地

私が日本語教師養成．肋座を卒業したのは、70歳になろうというときでした．，

この年になるともう他人に雇われることはできません．．　日本新を教える機会

といえば、「テラティ会」に来るインドネシア人に日本語文法の本を自作し、

これを教本にして月に1回、30分間教える以外にはありませんでした。

そこで、これから日本語を教えるには、自ら日本語学校を作る以外にないと

かんがえました。　各方面に当たってみると、日本で作る場合には、土地代金

は別にして2億円の資金が必要だということがわかりました。　私は、日本語

学校を作る意志はありますが、恥ずかしながら資金は一銭も持ち合わせてい＿ま

せん。　そのような多額の資金は、どこを探してもありません。

それならば、いっそのことインドネシアで学校を作ったらどうだろうと考え

て、何度もマナドを訪ねました。　車でマナドの市内を回りながら、どこにし

ようか考えていました。　確かに建設資金は日本の10分の1で済みそうです。

しかし、具体的にこの土地だと決めることはできませんでした。

2002年3月、オパ次郎の誕生日パーティーがマナドの家で開かれまＬや。

そのときに礼拝の説教に来た、グミン（ミナハサ福膏キリスト教団）のニコガ

ラ総書記と会いました。　私ども夫婦はニコガラ先生夫婦と、日本で既に会っ

ていましたから、初対面ではありませんでした。　このとき、ニコガラ先生に

「日本語学校を作り・たいが、場所をどこにしたら良いのか困っている」と訴え

ました。

それから数日後、ミナハサにあるグミンの本部を訪ねたとき、仮本部建物の

向かいの丘に連れて行かれ、この地に学校を建てなさい、と言われました。

その丘は、後ろはグミンの納喝があり、桝はトやホンキリスト教大学の甲奴鯖
でした。　広さは300坪はどあったでしょうか。
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6．　何故、どうして？

2ｑＯ2年の3日、私日課出川作調相川、（いれ作間」ンりルタント余仕損瀾
算しました。　ところが、数社の雌問宛から個人でよいから戯問契約を継紐

してくれないかと蠣乱れ：1、した．．　払い．ｌ，ＩＴ、Ｊ∵ｎＨＪＩ’り難い∴！．↑主だＨ

生活の股．汁は年金のみで立て、ここか小の収入を全脚、サ快址敏に1叶ｄこ

とができる、と考えたのです。　3年も経てば、税金と経費を支払った残り

の資金で、学校が建築できます。　そこで、学校開設の時期を2005年4

月と決めて、それまで何とか什事を締けて、懸命を蓄栢するることにし来し

’た。

しかし、何故、「グミン」がこのように日本語学校の建設に協力的だっっ

たのでしょうかい　　この謎を解く肘は、これまでのいくつかの在イｉにありま

す。

まず、マナド．ミナハサの土地から日本の茨城県大洗町に、500人とも

700人とも言われる人が来て働いています。　その殆どが不法滞在者と言

われています。　しかし、日本のイミグレーションはその最上に私鍋輔的で

はありません。　彼らがいなくなると、大洗の水盛加工関係の会社70ほど

は、倒産してしまいます。　また、大洗の町は購買力を失い、灯が消えたよ

うになるでしょう。　さらに彼らは、その　上柚に「ペツヘルム教会」など幾

つかの教会を建て、毎日曜日の礼拝を守っています。　これらの教会はグミ

ン傘下の教会になっています。

この状況を「日本キリスト教団」の北関東支部で見過ごすことはできませ

ん。　日本キリスト教団は、韓国やフィリピンなど多くの外国の教団とは「

宣教協定」を結び、韓国人の牧師が日本の教会で説教したり、日本の教会の

中で活動したりしています。　しかし、インドネシアの教会とは何の結びつ

きもなかったのです。

日本の教団とインドネシアの教団が、お互いに同じ目的を持って国際協力

をしたいと考えるのは当然のことだと思います。　しかし、大洗のインドネ

シア人は、5年も7年も大洗の地に生活していながら、まったく日本語が話
せません。　それは日本人との感触が少ないからです。　ベツヘルム教会の

牧師（日系3世）ですら日本語を話せません。

グミンが日本語を話せる牧師や教師を育てたいと願うのは当然のことなの

です。　従って、グミンの施設の中に日本語学校が建設されるようになった

のは、決して偶然の結果ではありません。

7．　大勢の協力者

日本のキリスト教とグミンが、キリスト教の歴史の中で何の関係もなかっ

たことはありません。　1942年1月11日、日本海軍の落下傘部隊がこの

ミナハサの地に降り立ちました。　ミナハサの地はインドネシアにしては珍し

く、キリスト教徒が住民の85％を占めています。　当初、日本の軍部はキリ
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スト教をｌ敵性宗教」と植樹ｍＪ、∴Ｊ月齢ド側圧在日い決したい　111相川入

学の原信氏の資料によると、殺害された牧師・教職者の数は53人になると杏

いてあります。

その鮎異、マナド・ミナハサの地ノ用政は全　機能しなくなりでＬＩＬいきＬし

た。　この地のキリスト教は、ｔｌ三民のｆＨｌｌの中に振づいています。　日曜ｌ」の

礼拝は、早朝、朝、夕方と3回ありますが、住民の殆どが出席します．，　この

礼津のとき、住民の現れの軋Ⅱが伝えられよすり　油気、入院、机卵、川／主、

死亡など様々なことが連絡されています。　教会の指導者が殺肯され拳と、地

方行政の桟能がとまってしまうのです。

これに驚いた日本の軍部は、日本から牧師、神父を20人呼び寄せることに

しました。　最初の4人は舶根で粟たため、途中の台湾沖で潜水艦によりで沈

められました。　残り16人は飛行機で到着し、「円本国憲扶第28条には宗

教の自由が讃いてある．，円本覇は宗教を仰圧しにきたのではない」説いてまわ

ったと言うことです。

死亡した4人の牧師の中に、私の55年来の友人の兄がおられました。その

友人から「ミナハサは兄の赴任予定地であったので、それを記念して、すこし

でも学校建設に協力したい」と申し出がありました。　私は、この申し出を受

けて、大勢の友人や親族、北開東地区の教会を中心とした教会員の方々に献金

をお願いするパンフレットを作り、寄付のご協力をお願いしました。　その結

異、学校建設費金の70％以上が集まり乱したい

8．　現地での協力者

私は、自ら第一号の日本語教師となってミナハサに赴任することを望みまし

た。　しかし、日本語教師の仲間達から猛反対を受けました。　その理由の第

－は、75歳の高齢では1日数時間の授業に耐えられないと言うのです。また

私の教え方より若い人の中には優秀な先生が大勢いるとも言われました。

さらに、グミンと日本との連絡係が必要なのに、誰もいなくなると困るのでは

ないか、とのことでした。　やむを得ず先生4名全員を一般公募で募集しまし

た。　既に赴任しております。

しかし、彼の地と日本は離れています。幾らインターネットで毎日のように

連絡しあっても、現地の先生方だけでは動きがとれない問題が発生します。

水道ポンプが小さいので取替えなければならないが、どこに売っているのか分

からない。　買ったばかりの冷蔵庫が動かない。　現地職員の就業規則を作っ

たが、どうやってこ．れを伝えたらよいか。　などなど処理すべき問題はたくさ

ん発生しています。

私は精一杯、年に6回しか渡航できません。　日本でまだ仕事を持って稼い

でいますし、学校の採算計算に基づいた授業料めシュミレーーシヨン、学生募集

の企画や、新たに運営基金の募金活動などを行なっています。

しかし有り難いことに、この日本語学校（正式名称は「ミナハサ日本語研修

センター」）を作る前まで「マナド国立大学」の日本語学科の学生に何年にも
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掩って日本調を教ヌー「いた開係で、「．「．の人一γの日本調′、㌢科の鮎／トノノノ二鉦親しく

つきあっていましたい　　この人連接日本で人・判境を車掌していますし、日本語む

流Ｉｌ射こ舶し渡す。・’芦伐とグミンとの関係で・、山地職員と山間地の処雌などにこ

の先生方の絶大な協力があるのです。　インターネットのメールを使った、この

先生方との連綿・協力がなければ、このＩＬう！仁油相場のコミｒＬニケ仲シリンを伴

う憎悪はできなかったと思い淡、Ｊ∴，

また、ミナハサの地はマナドから45分もＩ‥岳地帯に入りますので、車を持っ

ている人の脇力が必要ですが、Ｉナシタイ会」で知り合った、マナド人が、必咄な

ときにはいつでも車を持ってきてくれます。

9．　終わりに

これからも困難な問題を処理する必要に迫られるでしょう．，　事業は今始まっ

たばかりです。　どのように進むかも手探りの状態です。　どうか、大勢の皆様

方の暖かいご声援とご援助をお願い申し上げます。

以上
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スラウニ工シシーラカンス

羽根丼　矧棚

北スラウユシ日本人会を2003年に適余して早2年余り、現在は日本で生砧む

ＬＪておりま「上，

先日、新聞をばらばらと開いていると、見慣れた形が日に止まりました。

紙面には、スラウェシ島が描かれていました。それは、入会中に私が蓉らし

ていたピトンのご近所、マナドを指し示している図でした。

Ｌｒンドネシアで生ご・た化抑架し」と此打たれたその配舶こは、こんなこと

が凱中れていました。

福偽鼎の海洋科学館「アクアマリンふくしま」が、4月にインドネシアで、イ

ンドネシア科学技術院とサムラトランギ大学の助力のト．、生きた化石と呼ばれ

るシーラカンスの現地調査に乗り出す。

そして、この出来事はジャカルタ新聞でも、次のように取り上げられていま

した。

シーラカンスを撮影し、生態解明に役立てようと、前記グループがマナド沖

で、学術調査を実施する。「アクアマリンふくしま」は、福島県小名浜沖を流れ

る黒潮の源流がマナド沖であることから、間沖に住むシーラカンスの展示コー

ナーを設置、国際研究組織「シーラカンス委員会」を設けて、シンポジウムを

開催してきた。．
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士だ200川三には、インドネシアのシ・－・リノノン刷帆の恥・人・打で神路イント

ネシア科学院（ＬＩＰｌ）のやハメド　カシム研究員を同館に招いたことがきっかけ

で、このほどインドネシア政府から調査許可が下りた。，

「アクアマリンふくしま」から6名、＝‘ＰＴ、米国の南深度潜水チーム9名が、

・′1月17日からブナケン脇間・辺のマナド北西沖で調査を開始、散大水深300111寵

で潜行可能な自走式水中カメｌラを用いて、シーラカンスの映像根形を桝みる。

▼、′ナドでシーーラカンスが剛もされていた‘帖と、以肋在一日机、たことがめりＪ三

した。，ここで、マナドのシーーラカンスについて、ご存知の方も居られると思い

ますが、ご紹介させていただきます。

ヽ

シーうカ、ンスという魚は、硬骨魚類　内相亜綱　総鰭日のなかまです。

肉鰭類は、デボン紀に出現した魚類で、両生類の起源と考えられているなか

まも分類されています。，これが、生きた化石と言われる所以です。，

デボン紀は、4億1000万年から3億か6000万年くらい前までの時代で、魚類の

種類や数：・バ急速に増え、「魚類の時代」とも呼ばれています。ちなみに、恐竜で

有名なジュラ紀は2億1000万年から1億4000万年くらい前で、デボン紀に比

べると2億年近くも新しいのです。

シーラカンスは、8000万年から7000万年前に絶滅したと考えられていました。

しかし、1938年アフリカ沖ではじめて見つかり、1950年代にはインド洋のコ

モロ島、マダガスカル、しばらく時を置いて1998年にインドネシアで再び発見

されました。

現在の肉鰭類は、淡水に肺魚類、海水に総鰭類が生息しています。

その総鰭類のラティメリア属の一種がシーラカンスです。
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総鰭類は、手足のような帽を捕つことが、伸徴の一つです。そして、塊を上

にしたり、炎後ろに泳いだりすることができるそ　です．．肘加法肉食で、生起、

場所は水深70111から300111位の火山性の岩礁や洞窟とされていま「上，

マナド沖のシーラカンスは、1997年9月　用Ｈアメリカの海洋生物学者マ・一・1

ク・アードマシ、アルナえ・ア一一ドマン末寺狛∴レＪて、マナドの鮎臣針ぐ酎止

されました。
ｔｌ

ア一一ト’マン博士夫強ま、初めて酎こする尖物に輿超し㍉棚彬はしますが、す

でに過去にもインドネシアのどこかで発見記録があるものと即、、その場では

価保し滋せんでした。

帰国後、カリフォルニア大学での調査により、大発見であることに気づき、

本格的調査を開始しました。

ｊ998年7月ようやく2匹日のシーラカンスを捕循することに成功しました。

研究チームにより、「スラウニにシシーラカンス」を新鶴として命名しました。

19！）9年の国立科学アカデミーの会報によると、遺伝子研究の結果、スラウ・・ｌ二

シのシーラカンス群は、おそらく1600万年から55の1．年位前にコモロのシーラ

カンス群と分かれた、臭なる穂と推定されました。

この生きたシーラカンス捕宛の発寒は世界中のユニ・－スになり、「ネイチャ

ー」鵠などにも掲載されました。

すると、ご多分に漏れず、海外のブローか－がスラウェシ島に入り込み、シ

・一ラカンスを捕まえ、金儲けを企てる動きがあったそうです。‘現にコモロ島で

は、商額の軸墳金が掛けられ、約250匹ものシーラカンスが柵椚されてしまい

ました。

このような事が、スラウェシで再び起こらないように、スラウェシシー車ラカ

Ｊ9



ンスの保誠のため、日本の相田グル・一一ゾが、Ｊｌ（：八秒振作保全の卑門家や、ソ′・－・

ドマン博士らと火に「シーラカンス　ゾｌ‾ノジ∴一夕白　を立ち．卜げ、今恒は間日並

（ノ）調査の1－左裏や、現地肋は取り調査、脾臓神仙村子川‘し」日ソ・ｌ，

その粧朝川綱恵に去ると、現地の、り・月鮎、つ．イ（＼小なりの数のン冊ラカ

ン．スが漁機され、檎てられていたり、直視に出回っていたりすることが胤此さ

れ点したり

ざっとマナドのスラウェシシーラカンスについて述べてきました。

今回の「アクアマリンふくしま」による調査は、本当にわくわくします。新

発見があれば良いと思います。しか〔、シーラカンスの泳いでいる姿を見るこ

とが出来るか否かは神のみぞ知るでしょう。
‘1

5月に入った今、私は’まだ俺兄のニ．「′，－・スはｌ用いＣいません。

しかし、4億年の昔かり、ひっそりとマづドの沖に躇史を刻んでいる魚がいる

ことは、事実です。

温暖化による異常気象、人類活動に伴う大息で多租多様の廃棄物等々、我々

は、大きな影響を環境に与えています。

しかし、我々によって、彼ら4億年の歴史が閉じられてしまう事になっては

ならないのです。

今、我々人嬢は、かけがえのない地球に様々な生き物と共存する′ため、色々

なことを良く考えて慎重に行動しなければならない時代に差し掛かっているの

だと思います。
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十定二‡．∴

シーラカンス［ラティメリア科】Ｌａｔｊｍｅｚ・Ｉａ ｃＪｌａＩＬＬＷ？ａｅ Ｓｍｉｔｈ，1939［Ｌａｔｉｍｅｒｉｉｄａｅ］

のイメージです。

なお1998年7月30日に、スラウェシ島で撮影されたシーラカンスの写真が、

インターネット上で公開されています。興味のある方は、神奈川県立生命の星・

地球博物館「ｈｔｔ ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔ ｏｄａｗａｒａ．ｋａ11ａ ，／ｍｕｓｅｕｍ／ｇ．ｈｔｍｌ」または、

国立科学博物館「ｈｔｔｐ：／／ｗｗ．ｋａｈａｋｕ亜遜」研究の項目のＩｒ魚類写真データ

ベース」で「シーラカンス」を検索してみて下さい。

ユＪ



ピトンから柚事Ｉ、その練

川Ｌｌ　博康

皆さんおノ接でご溝脚の事と事塞しい八・一し：Ｉ、すり　才除棚で仏イ一視Ｉ人川々ノｌ．頂ｔ

にやっております。　当時は皆様に本当におＩｔ上蔀になりました。　ピトン駐在

から帰国し、早いもので5年半が経ってしまいました。

55歳の役職定年となって、どうにも身の附き軌折に因り、海外にでも、と

思ううちに出てきたのがピトンということでした。

滞在中は色々なことが起こりました。個人的にはデング熱にかかり　ｒ鼻血」が

出たことからヤバイことになったと地元の皆さんの判断から「家族」をすぐに

呼びなさい」と、妻と子供たちが駆け付けてきた事もありました。

また、インドネシア・がデフォルトするのではないかと真剣に肌で感じた経済

危機の中で、個人的に預金していた外肇が引き目せなくなり、仕方なくルピア

で受け取ったは良いものの、日本に持って帰っても使えない為、思い切って駐

在記念と老後の楽しみにと3000坪の土地に家を建ててしまいました。土地

探しと家の没鉦は、楽しく允．表したひＪ＿ＬＪでｌｒＩあり激したい

このときの騒動がきっかけとなり、総領事館のご指導もあって「北スラウエ

シ州日本人会」を立上げました。当時は真剣に脱出方法や横の連絡方法を考え、

日本の冷凍運搬船の船長さんにも「脱出のときはよろしく」と渡りをつけたり

もしました。　またインターネットの「よろずインドネシア」は食餌な情報源

でした。自衛隊の－隊員さんから「ＰＣ3輸送機が救助に行くので飛行場の情

報を、＿」との書き込みもありました。（後で削除されましたが）

正式な駐在員事務所（ワンマンオフィス）を立上げ、4年半ばかりが経過し、

いよいよ60歳定年をピトンで迎えるなか、会社からは事務所をたたんで帰国

せよとの指示がきました。　会社としては継練する価値なしとの判断で、この

事務所は払だけのためにあったようなものでした。　このような経臓をさせて

くれた上司や会社に今でも感謝しています。　年に一度のＯＢ会に顔を出すの

はこのときお世話になった方たちにお会いするためもあります。

2001年2月に帰国、定年退職となったわけです。　日本の我が家に帰り、

まず新聞、テレビで目についたのは「介護保険」のことでした。　好奇心と、

退職後で暇をもてあましていたこともあり、「二級ヘルパー」の講習に片道1

時間かけ御前崎から焼津まで通いました。地元の施設に実習でお世話になる中

で、老後の現実を少しだけ覗かせてもらいました。そこは予想を超えた戦場で

した。

老後について真剣に考えもしましたが、どんな老後か結論は出ていません。

家内と一緒のときは何とかなるだろうが、一人になったとき、よぼよぼになっ

たときは、等と想像してまましたが到底納得のいく回答なんて出てくるわけが

ありません。

これからの世の中では、自分で身の始末ができなくなれば、このような施設
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に入らなければならないのか？　正ｌ正、施設で実習をうけながらショックを

受けました。

インドネシアの社会をえらく懐かしく旭じよした．，ちょうど冬の増さもあり、

あのけだるさが未だ体の皮膚に残っている長銀もあり、早くピトンに戻りたい

と恩いました。

55歳になったとき、退職後の生活に軟着陸させる配慮から会社は夫婦でセ

。ミナーを受けさせてくれました。　退職後の夢を思いきり書き込みました。

当時は、無事に定年退職すればサラリサマンの，．一丁没から開放了され、卵のパラダ

イスが待ち受けていることを信じていました。

夢はたくさんありま・したが現実は厳しく、「夢」の実行は手の届かないところ

に行ってしまった感じがＬＴいます．．　しかし先日、70融を超えたノ1がヨッ

トで単独世界一一倒し細事入港、との三．．ユーースには勇気付けられました0

幾つになっても、まず健康であることが第一だとおもいます。　帰国後の健

康検査でひっかかり、成人病の手術をしましたＵ　健康がいかに大切か病気に

なり入院しなければわからないところに人生の妙味があるのかとも思います。

帰国、適職のす紐き、入院、家族金目でのはじめての海外旅行など、あっとい

う間に半年が経ってしまいました。

こういう中で、何社かから再就職のお誘いを受けました。　結局、「ピトン

の鰹節」に少しでも近いところにある今の仕事を選びました。

ピトン滞在中に立上げたかつお節工場は今でも健在で、兄弟会社まで増えて

います。　「日本人がいなくても、華僑でなくても、現地人だけで経営できる

会社」を作ることが当時の私の夢でした。　今では私がお世話になった現地の

皆さんだけで見事に運営しています。　これは私のささやかな誇りでもありま

す。

今年、ＷＴＯは日本人の平均寿命は82歳（女性85歳、男性78歳）で世

界一の長寿国と発表しています。　家内との会話も老後の生活の話題が多くな

ってきました。　年金だけでは生活できませんよ、との新開雑誌の記事も目に

つきはじめたこの頃です。　さしあたりサラリーマンであれば適職してからあ

の世に行くまでの間が長くなっただけ。　単純に長寿を喜べないのではないか。

日本は資本主義の社会ゆえ、多くのことはお金で解決する社会となっていま

す。　これを見越して老後、第二の人生のために充分なお金を準備した人は別

です。実行できた方は素晴らしいと思います。私の周りにもこの凄いことをやっ

た方があちこちに実在しています。この蓄えがない私は困りますね。

何はともあれ、現実の心配は、はたして年金だけで生活できるのか。　現状

ではどんな計算をしてもとても無理との結論になってしまいます。周りを見回

してみても同年輩では働いている方が圧倒的に多い。おそらくあの世に持って
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に入らなければならないのか．／　Ｌｌ：両、地紋で実習をうけながらショックを

受けました。

インドネシアの社会をえらく梱かしく摘じ渡した．ちょうど冬の寒声もあり、

あのけだるさが末だ体の皮膚に残っている束腺もあり、早くピトンに戻りたい

と思いました。

55歳になったとき、退職後の生情に軟眉腱させる配慮から会社は夫婦でセ

ミナーを受けさせてくれました。　退職後の夢を思いきり書き込みました。

当時は、無事に定年退職すればサラリーマンの苫鞭から開放され、夢のパラダ

イスが待ち受けてい1ることを椙じていましたり

夢はたくさんありましたが現実は厳しく、「夢」の実行は手の届かないところ

に行ってしまった感じがしています。　しかし先日、70歳を超えた方がヨッ

トで単独世界一一周し雑事入港、とのニューハスには飢見付けられました．．

幾つになっても．、まず健康であることが第－－や・だとおもいます。　帰国後の健

康検査でひっかかり、成人病の手術をしました。　健康がいかに大切か病気に

なり入院しなければわからないところに人／ｌ三の妙味があるのかとも思います。

帰国、退職の手抜き、入院、家族全員でのはじめての海外旅行など、あっとい

う間に半年が経ってしまいました。

こういう中で、何社かから再就職のお誘いを受けました。　結局、「ピトン

の鰹節」に少しでも近いところにある今の仕事を選びました。

ピトン滞在中に立上げたかつお節⊥燭は今でも健在で、兄弟会社まで増えて

います。　「日本人がいなくても、華僑でなくても、現地人だけで経営できる

会社」を作ることが当時の私の夢でした。　今では私がお世話になった頭地の

皆さんだけで見事に運営しています。　これは私のささやかな誇りでもありま

す。

今年、ＷＴＯは日本人の平均寿命は82歳（女性85歳、男性78歳）で世

界一の長寿国と発表しています。　家内との会話も老後の生活の話題が多くな

ってきました。　年金だけでは生痛できませんよ、との新開雑誌の記事も目に

つきはじめたこの頃です。　さしあたりサラリーマンであれば退職してからあ

の世に行くまでの間が長くなっただけ。　単純に長寿を喜べないのではないか。

日本は資本主義の社会ゆえ、多くのことはお金で解決する社会となっていま

す。　これを見越して老後、第二の人生のために充分なお金を準備した人は別

です。実行できた方は素晴らしいと思います。私の周りにもこの凄いことをやっ

た方があちこちに実在しています。この蓄えがない私は困りますね。

何はともあれ、現実の心配は、はたして年金だけで生活できるのか。　現状

ではどんな計算をしてもとても無理との拙論になってしまいます。周りを見回

してみても同年輩では働いている方が圧倒的に多い。おそらくあの世に持って
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行くお金を稼いでいるのではないと肌います。　私と同じ方もいるらしいの

で、何か少しは家心しています。

これからの余生、「自分のくらし」を思い描くとき、たしかにお金だけでは

幸せは買えないと思う。しかし、ささやかな夢でも実現させるためには、お金

お金は絶対に必要ですね。

人生の後半を過ぎた今、お金のことであわてても什方がない。足りない分は、

健康で働けるうちに働くしかないとの結論になってしまいます。お金をいただ

く仕事というのはなかなかプレッシャーがかかるものです。働く喜びなどと吾

ってはいますが、人に使われることはなかなか大変、とため息が出るときも多

々ありますよね。たぷんこれからは自分の気力との細いでしょう。

若かりし船員時代に「ぉ金は天トの因りもの」と、清水の夜の街を排御して

いた頃が懐かしいですね。　今の世の中でもこんな言葉が通用するでしょうか。

貯金ゼロの子供たちが「スキミングに会っている」と音ってとぼけていまし

た。「高齢者の貯蓄動向」という統計は、4000万円以上の貯蓄を保有する

世帯は、高齢者全体の2割近く（17．3％）を占めると発表しています。

高齢者の平均貯蓄は2424万円、若年．中年層の平均貯蓄は1239万円だ

そうです。

一方、今朝の新聞には、「高齢に不安」が8割、「長生きしたい」は59％

と載っていました。これからの高齢社会に多くの人はあまり良いイメージは持っ

ていないようです。　何故こんなに多くの資産を持っていながら不安になるの

か？　日本の社会は人間を幸せにしない社会になってしまったのでしょうか？

私も昨年からいよいよこの高齢者の仲間にはうりました。

駐在時のドサクサで造った家についてですが、現在年間維持費として35～

45万円かかっています。当時は年金20ガＨ／月で少しは余裕をもって暮ら、

すにはどうすればよいかとの発想のもとに得た結論が、年の半分をインドネシ

アで生活することでした。情けないのですが、まだ実行されていません。家の

管理費だけが出て行きます。

処分しようか、慌てるな、もう少し辛抱して夢をつなごうか、迷っています。

すくなくとも当時の予定では、今頃は仕事を卒業し、年の半分はトモホンの

家で馬か牛とたわむれていることになっていました。恥ずかしながらいまだに

実行できずです。

昨年は遥挙で拝命されてｌ町内会会山を励め激した．，どういうことで…Ｊ‘肉の楢

さんが私を選んだのか？　今まで外にばかり出ていて町内会のことは何もやら

なかったから、と云うこともあったるうと儲い醸す¢　洩鱒の綿輿はついては

断れない掟となっています。断れば「村八分」でしょう。私には町内会の行事

・慣習のことなど何もわかっていません。　ここでも家内の助けが必要でした。

合併して市政初年度と云うこともあり、何かと忙しい一年でした。　長年住

み慣れた文化のなかで、合併によって、違った文化を持っている隣町と日々の
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生活を同じにすることの難しさを知りました。一・回二制度は市民にとって戸

惑うことが多すぎます．，

在職中、市役所に対して45項目の要望をだしました。蜂の史の除去から区

民館建設まで、バラエティーに富んだ内容でした。　行政も大変と捉えるべき

か、民間と比べて手ぬるいというべきか。櫛かに私が今まで摂験した什事のや

り方とはちがったやり方でしたい

台姐22・23号の直撃を受け、御前崎はじまって以来の被害がでました。

町内会長イコールｌｌｌＩ三防災会良であることから、たくさんの楢さんの協力を戴

きました。お陰で私の損当する自主防災会では全世樽が何らかの被薄を受けま

したが、幸いに死者はでませんでした。　この災害は、すぐそこまで来ている

と言われている東海地雷の前哨戦であったかも知れません。

この台風で、いままで町内で守ってきた観音堂が被害をうけ、その修復費用

の500万円の捻出のために駆けずりまわりました。町の産業である漁業も哀

過していくなか、信仰心すらどこかに行ってしまったような今日このごろです。

仕のような手状で調守用細川臣たりｒｌ、せんＨ　巾政耶・りの文化財にｍ患ＬＴｌｆｌｒ1

ったりして宣伝もしました‘．　仕1糾いこ修複も輌邪宗！し、この顔、後作に一ｊＩ

き継ぐことができました。

この一年、今ま’で州入りしたこともない市役所に入るようになり、市長はじ

め市役所の皆さんとの接触は、私にとって新しい経験でした。

高齢者の仲間にはいったいま、特にツ生時代から親しくしてもらってきた友

達が欠けていくなかで、今回ゐ仕事を適してたくさんの人達と出会うことがで

きました。　何とか家内と一緒に無事に麟めた町内会長の一年間の代償と思い

有り難くいただきたいと思っています。

このような我が家にも、孫が二人にふえました。明日は孫を辿れて夏服でも

買ってやろうと楽しみにしています。孫を抱けたことは帰国後の最も大きな喜

びです。

緑ありましたらいっの日かお会いできますことを楽しみにしながら

遥か遠い内地から皆様のご健勝を祈願しております。

2005年　5月末

御前崎にて　川口　博康
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2005年7月宵「席上

元ＪＰＣ　石野赫

ピトン巾Ｉヰ肋

批部スラウニｌ・．シ「Ｉ本人余の神棚、ご細腰の串：吊甲鰯致しており㌘川‾り　小生のｌ二’

トン駐在期間は2001年8月から2年7ケ月という、皆様の滞在期間からす

ればかなり短期なものでした。しかし、その間公私に亘りいろいろお址抽こな

り深謝している次第です（，

お蔭様で、この地に小生にとって忘れがたい「モニュメント」が二箇所できま

した。帰国してから既にｌ．年と5ケ．甘酢紘過致しましたが、気栖ちとＬｒＣは片

時もピトンから離れたことがないと言っても過言ではありません。

・－・つは、コンサルタントの立場からでしたが、コンテナ一一埠頭並びに港湾関連

設備建設に参画し、この港が国際標準を満たした施韓へとレベルアップする事

に寄与できたことです。この建設は、円借款（いわゆる日本政府によるＯＤＡ

案件）によるもので、日本の建設会社中ンカイ」さんが工事を翻負い、完成

させたものです。出来映えも良く、仕事を指揮された青山秀夫所長には、足を

向けて眠れないような気嘩ちでおります。（この施術の規模その他については

「タルシウス」9号で発表させてもらいました。）

聞くところによりますと、青山所長は現在ヴィェト十ムに駐在し、あの大河メ

コンに橋を掛ける仕事に従事されているとか。再度のご成功を祈る次第です。

次のモニュメントは、新しく整併成った「日本人墓地」です。大岩宙氏、長崎

節夫氏及び井上隆氏のお三方と力を合わせ、それに、当時の在マカッサル渡辺

奉勝殿やピトン市役所担当者カロ氏の心温まるご支援、沖縄慣からの援助、墓

地建設を率先して引き受けて下さった「リンカイＪ守山所長の穏健、それに北

スラウ謡シ日本入会会員皆様のご協力を得て新造地を完成しえた串です。

ドロとゴミに埋もれた以前の墓群を思い出しますと、この新しい立派な基地に

心の安らぎを覚える次第です。
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この計画をご支援下さった方々、ありがとうござい」＝ノたり　心か加州伸し上

げております。この紙面を借りて御礼申し上げる次第です。

＊　　＊　　＊

実は、去そ捕月、洩辺本肋元総領事からのお出再説中日三して、戦中中北スッウ

‥－∴シへ進駐された元海軍軍人の慰寵問の方々に合流し、ピトンを再臥する機会

に恵まれました。マナド到潜早々、酢良（奥様方も含めて一行上6名）のご恵

向でこの基へ先ずお参り頂いた次第ですが、訪問して下さった方々と基地に眠

る人に「軍属」も多々おられたことから、その対ｌ酢射こ何か複雑なものを感じ

た次第です。

翌巨‖ま、慰盤団に同行しマネンボネンボでの元海軍慰霊祭に列席させて頂きま

した。式次第が進むにつれ、前日の思いもこみ上げて来て、「戦争」の虚しさを

／つくづく感じましたり　これは小生だけではなか／．）たろうと思っております．，

＊　　＊　　＊

先般、長崎節夫氏から「タルシウス」第十号の編典を担当されるとの連絡を受

けた願、箱九号の編集を担当した者として大変嬉しく感じました。ましてや、

初刊から第八号まで縮塊を担当され、日本人会線としてその内容の盤かさで評

価を高められた川口博康氏や川井雄二氏にとって、この新編集者現るのニュー

スは更に感慨深いものがあったのではないかと思ったりしております。

＊　　＊　　＊

末輩ながら、皆様のご健勝の程を祈念しつつ、この拙文を閉じさせて頂きます。

以上
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アジアの地図を開けば誰でも気がつくことですが、インドネシアの山々から日

本列島、カムチャツカ、Ｉ用まで、飛びイｌのくＬうに．瑞カｕｌ与なりていよ1い　時にイン

ドネシアの鳥々からルソン．Ｉニム：一二て宗は、人中の畠が冊川＝㍉＝隙びＨの情愉け一日ｒＩ、く

友も候も税やかな鈍間什ｌｔ似て・あィ，のて・、八代人て、・・ｈ丸木川・在どで隣の．Ｉ∴＝言付叫に

ｈ：き来したことでしょう。

さらにルソン島から日本列島までは、飛び石の間隔はやや開きますが、ここで

は飛び石に沿って「思潮」という名のベルトコンベアが設置されていますい　たと

えばサマーール島の浜辺の椰子の木から落ちた甥が、波にゆれながらベルトコンベ

ア一にのっかって、伊良湖岬の浜辺にたどり着くことがあるわ．けです。

ある民族学者がその椰子の実を見て、あとで中京に帰ってから島崎という名の

友人にその浜辺の椰戸の実の．活をした。名作「椰「の’天」．湛／Ｉにまつわる軋縞で

すが、「流れ寄るのは椰子の実だけではない」とひらめいた民族学者も日本の民

族学に新風を吹き込むことになりました．、

民俗学とは緑のない日常を送・）ていだ－私でも、時々インドネシソＵ）凧俗、甘旧

言語のなかに郷里（沖縄）のそれとの共通項を見いだして驚くことがあります。

インドネシアの講々のことに人・僧岬ｌ味を持子で肋郁されている川井さんが蔚

近探り、！1てた，出巾な資料のなかから、ミナハサ創桝に係る艮茄を送っ’（きました．，

インドネシアの11ｉ輩記の世界です．，　次だ，ｔをどうぞ。

（編集子）
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日本の神話が南洋の紳緒に影響を与えたというが、本来転倒であることは首うまでもない。

この「上代太平洋幽」の中には、ミクロネシア、ポリネシア、インドネシアなど各地の神泉か民棺

が紹介されているが、他の地方はともかく、インドネシアの紳樗・民言割こ限っては、特に日本に

都合のように捏造・変形されたふしもみえない。

ここに掲載したミナハサの「トアールとルミントットの括」や「ジャワ文字の起源の軌など

オリジナルのものに近い。

著者が何を檀本にしたかは判らないが、昭在日1咋虫日射ここのような多用のインドネシアの神柑・

民話が日本に知られていたとは驚きである。

ここでは、参考までにインドネシアで発行されている民話ンリーズからこの「トアールとムミントツト」

の話を紹介する。

出典：　旭名：ｒＣｏｒｉｔａＲａｋｙａｔＤａｒｉＭｉ‖ａｈ8Ｓ8」

著者名：ＡｎｅｋｅＳｕｍ8ｒａｕＷＰ抑ｇｋｏｒｅｇｏ

出版社：ＰＴ．ＧｒａｍＯｄｉａＷｉｄｉ35ａｒａｎ8ｌｎｄｏｎｅｓｉａ

発行年：1993年

上里二ルセム＿畢ントット（要約）
ヽ．
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っ
て
世
界
が
草
生
し
た
。

世
界
が
創
生
さ
れ
る
と
、
女
帝
は
高
い
山
に
登
っ
て
、
そ
の
頂
上
に
立
っ
て
、
吹
き
来
る
西
風
に
鰻

を
さ
ら
し
た
。

そ
の
時
、
彼
女
は
孝
み
、
や
が
て
一
人
の
男
の
子
を
生
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
一

一

男
の
子
が
生
長
す
る
と
、
ル
ミ
ム
・
ウ
ッ
ド
が
妻
を
要
る
や
う
に
励
め
た
。
男
は
そ
れ
に
従
っ
て
、
女

を
探
し
た
が
い
づ
こ
に
も
軽
見
し
得
な
か
っ
た
。

ル
ミ
ム
・
ウ
ッ
ド
は
象
れ
に
思
っ
て
、
自
分
の
背
と
同
じ
長
さ
の
杖
を
息
子
に
あ
た
へ
て
、

「
こ
の
杖
よ
り
背
の
低
い
女
を
探
す
が
よ
い
。
そ
の
女
を
見
出
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
お
前
の
妻
と

な
る
運
命
を
有
す
る
女
で
あ
る
」
と
。

二
人
は
別
れ
て
、
世
界
を
一
巡
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
母
は
右
に
廻
り
、
子
は
左
に
廻
っ
た
。

子
は
左
に
廻
っ
て
遠
く
歩
い
て
行
き
、
遂
に
世
界
を
一
周
し
て
、
二
人
は
ま
た
逢
っ
た
。

二
人
は
あ
ま
り
に
長
く
別
れ
て
ゐ
た
鳥
に
、
相
互
に
そ
の
顔
を
忘
れ
た
。

男
は
杖
と
女
と
の
高
を
比
べ
る
と
、
杖
は
の
び
て
、
女
の
身
轟
よ
り
も
高
か
っ
た
。
か
く
て
、
男
僧

彼
女
と
結
婚
し
た
。
こ
の
二
人
の
間
に
、
多
く
の
子
供
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
す
べ
て
紳
々
と
な
っ
た
。

セ
レ
ベ
ス
島
の
ミ
ナ
ハ
サ
半
島
へ
、
用
石
技
術
や
そ
の
他
の
古
代
文
化
を
侍
へ
た
他
国
人
も
ま
た
太
陽

の
子
孫
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
彼
等
の
祖
先
は
ル
ミ
ム
ウ
ウ
ト
と
い
ふ
女
性
で
あ
り
、
彼
女
は
彼
女

の
子
ト
ア
ル
と
結
婚
し
た
。

彼
女
は
子
で
あ
っ
て
、
同
時
に
夫
で
あ
っ
た
ト
ア
ル
は
、
太
陽
で
あ
っ
た
。

空
・



釘

か
く
て
彼
等
は
「
太
揚
の
子
等
」
で
あ
っ
た
。

セ
レ
べ
ス
島
の
ミ
ナ
ハ
サ
撃
万
の
ト
ン
テ
ン
ポ
ア
ン
羨
望
監
禁
ト
、
こ
の
蚤
先
は
ル
ミ
ム
ウ
ト
と
い
ふ
女

性
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
舟
に
乗
っ
て
こ
の
堆
方
に
転
乗
し
た
。
他
の
序
説
に
は
…
…
太
陽
の
光
が
一
つ

の
岩
石
を
照
し
、
そ
の
岩
の
中
か
ら
彼
女
が
出
現
し
た
。

そ
し
て
ト
ア
ル
を
生
ん
だ
。
ト
ア
ル
の
父
な
る
彼
女
の
夫
は
太
縁
で
あ
り
、
ト
ン
テ
ン
ポ
ア
ン
族
の
王

者
の
祖
先
は
、
太
陽
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
序
説
に
は
、
白
い
泡
頭
が
、
太
陽
の
光
を
受
け
、
こ
1
に
ト
ア
ル
が
生
れ
た
と
云
は
れ
る
。

セ
レ
ベ
ス
島
の
火
の
起
源

太
古
の
こ
と
…
…
⊥
最
初
の
人
間
が
醇
か
ら
火
を
授
け
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
等
は
こ
の
火
を
粗
末
に

一

取
扱
っ
て
ゐ
た
た
め
に
、
消
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
等
は
火
を
お
こ
す
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
。
－

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ら
う
？
1
－
！
－
と
い
く
ら
嘆
息
し
て
も
、
効
は
な
か
っ
た
。

タ
ム
ボ
エ
ジ
ヤ
と
い
ふ
者
を
、
天
界
に
与
ら
せ
て
、
火
を
頂
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。
！
彼
は
、
天
上

界
に
上
り
、
そ
こ
に
居
る
人
々
に
！
・
－
「
ど
う
か
、
火
を
わ
け
て
下
さ
い
」
と
頼
む
と
、

天
上
界
の
神
々
は
！
「
よ
ろ
し
い
、
火
を
分
け
て
上
げ
苧
っ
。
火
を
つ
く
る
間
、
丙
手
で
眼
を
か

く
し
て
ゐ
て
く
れ
」
と
云
つ
た
。

彼
等
は
火
の
遣
り
方
を
人
間
ど
も
に
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
タ
ム
ボ
エ
ジ
ヤ
は
、
顔
に
眼

を
持
っ
て
ゐ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
腋
の
下
に
も
眼
が
つ
い
て
ゐ
た
。
－
　
か
く
て
顔
の
眼
は
手
で
か
く

し
、
腋
の
眼
で
、
天
上
界
の
紳
々
の
す
る
火
つ
く
り
を
凝
視
し
た
。
そ
れ
を
知
ら
ぬ
彼
等
は
、
鏡
の
片

と
燵
石
と
を
取
出
し
、
そ
れ
を
打
ち
合
せ
て
火
を
つ
く
っ
た
（
、
そ
の
火
を
タ
ム
ボ
エ
ジ
ヤ
に
渡
し
た
。

タ
ム
ボ
ユ
ジ
ヤ
は
そ
れ
を
持
っ
て
下
界
に
下
り
、
そ
の
火
を
作
る
方
法
を
人
々
に
教
へ
た
の
で
あ
っ
た
。

セ
レ
ベ
ス
の
人
類
の
起
源

【
省
略
】

セ
レ
ベ
ス
島
の
猿
亀
合
戦

セ
レ
ベ
ス
島
の
療
猿
亀
合
戦

《
備
考
》
　
①
な
る
べ
く
原
文
に
合
わ
せ
、
旧
式
漢
字
を
使
用
い
た
し
ま
し
た
が
、
『
祖
』
や
『
廻
』
な
ど
は
旧
式

漢
字
に
変
換
で
き
な
か
っ
た
の
で
新
式
漢
字
と
し
ま
し
た
。

②
本
文
中
、
文
法
的
に
お
か
し
い
文
章
が
い
く
つ
か
あ
Ｌ
ソ
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
り
ま
す
。

“
Ｎ



墓地建設ご協力に対する御礼

艮崎帥人

会報「タルシウスＪ第9汀の郊刊か‘－，今汀の発刊までの関に、ｌＨＩ本人余が関

わった大きな取り組みは、北スラウエシＬｌ本人盛地の鑓出でした。事男の磋組

を要約すれば大略次のようになります。

平成14年（2003）9月19日、翌日に軋えた海上自衛隊練習艦隊のピトン

寄港にそなえて、マカッサルから波浪総他事、竹山側事がピトンに入られ激し

た。この機会にピトン在住の大岩さん、石野さん、帝山さん、井上、長崎を交

えて総領事投宿のＮＡＲＥＮＤＲＡホテルにて、ピトン及びメナード周辺の日本人葛に

ついての情報・意見の交換がおこなわれました。　北スラウエシ日本人墓地の

建設事業は事実上この時点でスタートしたといえます。

墓地建設に当たって巌初の間脳は用地の適足・取得ですが、これには人土■Ｊさ

んがおもてに立って郊外の閑静な十地を確保できました。

そして放火の難問は貿金調達となり渡すが、これには現地死没濱の多い沖糾ｌ

県側にご協力をお願いすることにして新ｌ朗報道などでよぴかけ、それを受けて

沖縄側の「北スラウエシ日本人墓地整備会」が設立され、沖縄での募金活動が

はじまりました。

建設計画策定の段階では、港湾工事のためにピトン駐在中の石野さんが中心

になって動いていただき、また施行段階では「りんかい建設」の青山さんはじ

め、崎原さん、飯島さんに取り仕切っていただきました。特に石野さん、青山

さんには建設資金の不足分まで補充していただきました。重ねて御礼を申し上

げます。

北スラウエシ日本人会は、会発足以来たくわえてきた資金をこの事業のため

に提供しました。こ．れは現在の会員のみならず、すでに転出された元会員の皆
様すべてがこの事業に参加されたことを意味するものです。

このように多くの方々のご支援ご尽力の下に、平成16年4月1日をもって

建設工事がはじまり、6月19日には渡遵総領事はじめ地元代表の方々、水産

学校校長（教頭代理出席）、ピトン市役所を代表してフアピアン・カロー氏等

ご臨席のもとに落成式が催されました。

これをもってピトン・メナード方面に放置されていた日本人塁の問題が一応

解決されたと思いますが、すべての墓が新墓地に収容されたわけではないと思

うので、引き棟き情報の収集にあたるつもりです。

また、墓地建設のあとは管理の問題が続きます。これについては、墓地整備

会をそのまま「墓地管理会」に名称変更して、今後の墓地管理に当たっていき

たいと思います。
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なおこの墓地建設を受けて、平成17年4月1日から北スラウエシ日本人会

あて、日本人瑞地およびマネンボネンボの湘ｔｒ服雷神の常州常用として年欄

200　ＵＳ＄　が支給されることになりました。微々たる金額ですが、もとをた

だせば日本国民の血税ですから、ありがたくいただいて墓地・慰霊碑の管理に

役立てたいと思います。

日本人墓地建設の意義はあらためて申すまでもなく、心ならずも当地で死没

された方々の墓を一カ所にまとめて祀り、御霊を安んじることにありますが、

それに加えて「歴史の保存」という哺要な瓜味があります。それほど油くない

昔に、故郷をはなれて南海に雄飛し、現地のひとびとと兄事に融和してその足

跡をのこされた。現在ピトンの主産業となっているかつお釣り漁業は紋等がの

こした技術が受け継がれたものです。墓地の慰霊碑は単なる慰霊碑ではなく、

彼等の功鎖をたたえる顕彰碑でもあるのです。慰霊碑に　持晦程万里」と刻んだ

ゆえんであります。

歴史の保存は、その歴史が受け継がれ発展することによってその輝きを増す

ことになります。落成式からおよそ3カ月後の9月23日、沖縄の墓地整備会

メンバーを主体に遺族代表をふくめて10名の墓参団がこられ、慰霊祭が催さ

れました。　この日はピトン在仕会ｕのはか魔地周辺の住民多数が恕霊無に参

加しました。自然の成りゆきとして慰霊祭は交流祭りとなり、遺族代表の城聞

安子さんの指導で参加者全員が沖縄の踊りを踊って実に感動的な盛り上がりを

見ました。　日本人墓地を媒体としてインドネシアと日本の市民階層で友好と

理解の輪がひろがってゆく。泉下の先人たちもきっと、我が意を得たり、と喜

ばれたことでしょう。

以上、北スラウエシ日本人墓地の建設の経過と墓地建設の意義について、墓

地整備会を代表して申し上げました。　今後ともなお一層のご協力をお願い致

します。

ＪＪ



抱　蟻　の　詔

バ崎伸夫

今からおよそ480年前の西栖15：てｌ咋ｆｉＪ’1、瑚油性民との戦闘で松Ｉｌ－Ｉ令

Ｈのマゼランをはじめ多数のいｌ頂を失－メたスペイン船隊は、危うくセソ．塙を脱

してミンダナオ海を西へ向かった．，　山肌の途中、ミンダナオ島北射部にある

集落に立ち寄る。　集落に立ち寄ったのは、情報収集のためであった。たぶん、

村の前沢で、捕球の東側からヾわーＴきた粧帥）舶更り連と村の裾ｌ川根のあい

だで次のようなやりとりがなされた．，

「オラタチハ、エスパニヨふ－ラカラバルパルヤッテキタケンド、ジツハマル

コノシマニユキタインジヤり　ドノホウガク二∴1ケバヨイノカ、シッテイルナウ

オシエテクレ」

「サア、マルコノコトハヨウシランケンド、ココカラタイヨウガシズムホウ

ガクニユケハエライニギヤカナミナトマナガア）レソウジャケン、ソーり一丁キケバ

ワカルカモ」

「サヨカ、トコロデソノミナトハナントイウミナトジャ」

「サア、ヨウシランケンド、ゾルナイトカブルネイトカイウトッタノ」

「サヨカ、テリマカシバニヤ」

というようなやりとりがあって、更に次のような話もでた。

「ここから北の方向にルソンとよばれる大きな島があって、そこには毎年

7，8隻はどのレキオの船がやってくるそうじゃ」

上の会話のカタカナ部分は私の勝手な想像であるが、ひらがな部分は船隊の

隊員のひとり、ロドス島出身のアントニオ・ビガフェツタという男が航海の記

録に残してくれた。それを日本では岩波書店が「大航海時代叢書」として出版

して、私がそれを読んで、見てきたようなことを書いているわけです。

スペイン船隊（この時点で2隻）はミンダナオ海を太陽の沈む方向に向かい

スルー海に入った。さらに右に寄り左に寄りしながら航行して、とうとうブル

ネイに到着した。ブルネイは当時、環南シナ海随一の国際貿易港である。ここ

でまたカタカナ会話になる。会話の相手はたまたまブルネイに入港していたジ

ャンクの親分ということにしよう。

「ソコノオヤプンサーン、アナタハドコカラキナスツタカノー」

「ワシカ？　ワシハマラッカカラキタバカリジヤ。ココデスコシバカリショ

ウバイシテ、ソレカラシュウサングントウニムカウンジャ」

「オヤブンサンハ、マルコノシマ、シッティナハルカノー」

「マルコ？チンケノアルシマノコトカ？」

「イエス、イエス、ソノチンケノシマハ、ドコニアルカシッテナハリマスカｌ

ジャンクの親分は、「マルコのことを知らずして船乗りと、言えるか」と大見

栄を切ったかも知れない。　マルコ（マルク）諸島のチンケ（クローブ、丁子）
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は、パンダ誹．粘り）ナツメッゲトｌｌｉん、（小、甘汀と画げむ柚ぷ在日椒易の最噛瀾

商品であった。そしてこの商品が東洋の産地から西洋のマーケットに流れる際

の鰯過ポイントがマラッカ海峡の絡げ中■畑酢にある離巾「マう、ソゾＪＩで押し　たＨ

香料貿易の要衝マラッカは10咋前のハ＝年にポルトガルの寸に陥もていた。，

マラッカと、香料の産地であるパンダ・マルク諸島を結ぶルートは2本あっ

た‘，ひとつはマラッカ海峡の東口から南下して、ジャワ海をジャワ腋批揮ぞい

に東航してパンダ．溝畠・マルク誹畠に全ろ航路、他のひとつは、マ√ノッカ海峡

を抜けた後南シナ海を北東に進んでブルネイに立ち寄り、さらに北Ｌしてボル

ネオ島の北端からスルー海に入り、セレベス海を南東に進んでミナハサ半島の

北方海域に達し、そこからマルク．パンダに向かう航路である。

大まかに言えば、・マラッカ海峡とマルク・パンダ誠心の間にはボルネオ鳥、

スラウェシ島の二°．っの大鳥が栖たわっており、それの北側または南側を迂回す

る二つの航路があったわけである。

スペイン船隊が飛び込んだブルネイは、北回り香料ルーートの重要拠点であっ

たのだ。ジャンクの親分は遠来の船乗り連に、「悟械ハ、ココカラ岸ツタイニ

北上シテ、コノシマノ北端ヲ右二回り、太陽ノ田ルホウコウニススマレヨ」と

のたまわった。　船隊はこのあと3カ月がかりで曲がりなりにもテルナテの南

隣りのチドレ島にたどり着いた。テルナテ鳥には、ポルトガル勢がすでに入り

込んでいたのである。　このあと、2隻のうちｌ噂はさらにインド洋を横断、

無事スペインにたどり着いて地球一周の壮挙をなしとげることになる。

そのことはさておき、問題は「泡盛」であった。

国際港市ブルネイの王様はスペイン船隊の来者を歓迎した。客が多いほど港

は賑わい国は富む。熱烈歓迎、スラマットダタンというわけで、王様は遠来の

客に土産の品々を進呈した。　山羊や鶏にまじって壷に入った「ァラック」と

呼ばれる「酒」があった。原料は米。　強烈だが旨い。「乗組員の殆どが酔っ

払った」とビガフェッタは記している。

泡盛のルーツがアラック酒にあることは、ほぼまちがいない。　15，6世

紀の琉球王国は支那との朝貢貿易のみならず、ルソン、ブルネイ、バタこ、

マラッカ、ハンテンまで船脚を伸し、交易で国を支えていた。　アラック酒が

その醸造技術とともに琉球に伝わってくるのは自然な流れであった。。

泡盛が南方からやってきたことを示す証拠の一つは、現在でも原料としてタ

イ米が使われていることである。　火ざっぱに見て約600年前に伝わった醸

造技術は、琉球の気候風土の中で磨きあげられ、今や、「西のコニャック、東

の泡盛」と世界を代表する酒として認定されるに至った。（私が認定した。）

ひとくちに「泡盛」と言ってもその品宜はいろいろで、特に最近は多様な客

層に対応しようとして水で薄めたようなものや、香料を混ぜたものまである。

正統派の酒飲みならば泡盛も正統派のそれを味わうのが正しい飲み方だとおも

う。　人それぞれの好みもあろうが私の好みでえらべば、菊の膚酒造、石川酒

造、久米仙酒造、瑞泉酒造、瑞穂酒滋等の8年貯蔵以上の酒がお薦めである。
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この天下第一の酒琉球泡盛をどのようにたしなむか。　これまた人によりけ

り、自分の好みの方法で味わえば良いのであるが、60呼の職歴から到達した

私の秘伝を公表しよう。私はは泡盛のグラスに「氷」を入れないようにしてい

る二。オンザロックはダメ。お湯とミネラルウオーターで酒の濃度と温度の調整

をおこなう．．温腰は人体「ひ売」止だｌく「一いか”菅の咽の日付の休講ｌ射こより、Ｃ

も微妙に変わるような気がするが、ちょうど体に行う濃腔と舶腱がある．、この

ときの泡盛の風味をゆっくりたのしむ。酉部劇のジョン・ウェインのようにグ

？ス一杯一気にやるのはよろしくないｌ一　泡感の肴は自身の刺身が政敵シロ
クラベラ、・タマメイチ、ブダイの刺身がお勧めです．・．白身のさかながなければ

鰹でも鮪でも結構、豚の足、ゴーヤーチャンプルー、カツオの生節でもＯＫ。

生かき、車スカルゴ・、スモークサーモン、何でもよろしい。

（泡盛も肴もないピトンでこんなこと書いている自分が情けなくなってきた）

南方渡来の泡盛は、以前は沖槻以外の日本内地でほとんど見ることはなかっ

たが、いまでは日本全国どこでも目につくようになってきた。泡盛産業は今や

沖縄の基幹産業にのしあがった感がある。

反面、．さ本家東南アジアのアラック酒といえば、現地の人々もバカにしてまと

もな店では扱っていない。この差はどこからきたのであろうか。この一点を追

求するだけで学位論文が書けます。若い諸君、挑戦してみませんか。

琉球列島の南西がわの突き当たりは台湾である。その台湾には「米酒（べい

ちゅう）」という酒がある。これが泡盛の兄弟分であるが、味はいまひとつ洗

撤されていない感じである。おそらく熟成の関越であろうが、台碑はいますぐ

にでも高級な泡盛酒を造り出せる状態にあると思う。

日本の政界では台湾の立場をめぐっていろいろ諸論があるようだが、私個人

の立場でいえば、隣組の．よしみもあるし、ときどきピトンに入港する台湾漁船
の船頭達から自家製のカラスミと一緒に米酒をいただいて幸せをかみしめたり

している関係上、これからも琉球弧自由主義陣営のメンバーとして台湾が発展

していくことを願っている。

つづく

ひとくちメモ

穴の法則・・・地面に、容積Ａの穴を掘ったとする。このと普掘り出さ

れた土（砂）の体積Ｂは掘られた穴の容積Ａより大きくなる。　しかし

この土で穴Ａを埋めようとすると土がたりなくなる。

一Ａ＜Ｂ．　Ａ＞Ｂ　　　　　？？！！！十一？
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こんなことってあり？

平野　健

小生もこの地に足を下ろしてはや十年が過ぎ、古参の部類になりつつあり、根っこが

生えかかっています。

最近、次のような災難に見舞われています。ご存知の方もいらっしゃると思いますが、

七月に行われたピトン市長選挙で、投票資格のない外国人に対し、投票資格虹明を

発行した問題で、未だに（八月未時点）正式な市長が決まらない異常事態が続いてい

ます。

小生にも選挙管理委員会より、投票資格証明が発行されているとして、八月初めより

幾度となく、市警察の担当が、自宅、若しくは会社に来て、投票の有無についてあれ

これ尋ねるのですが、私自身、投票資格証明なるものを見たこともなく、さらに投票当

日は、商用でバリ支店に居ましたので、旅客機のボーディングパスとチケットの控えを

市警察の捜査係に手渡し、「選挙投票に関して、何の事情があるのかは知らないが、

私には全く関係がない！」と強く突っぱねました。

事態はてっきり収束に向かうものと思っていました。ところがある日、市警察の法律専

門の捜査官が会社に来て、「現在、あなたの居住地区のクルラパン長（村長）の取調べ

を進めている。証人証明書を作成しなければならないので、市警察のほうへ出向いて

くれないか、もし、作成に同意してもらえなければ、裁判のときに証人として出廷しても

らわなければならなくなるかも知れない。」「えっ！裁判の証人？なにそれ・‥」そんなと

ころに呼び出されたらたまったもんじゃない。後ほど出向き、質問に答えながら作成が

始まりました。

質問内容は、いつからインドネシアに来て何をしているのか？家族構成は？妻の名

前はフルネームで言えるか？会社の現住所は？登記上の住所は？投票資格証明の

番号を知っているか？本当は投票資格証明を受け取っているんじゃないか？本当に

投票してないか？？？まるで容疑者扱い。だんだん腹が立ってきましたが、我慢をし

て答えていました。夕方六時から二時間の後、やっと終わり、プリントアウトの段になっ

たら、「あれ？コンピューターが動かない！！」10分ほどあちらこちらをいじっていました

が、結局ダメ！！保存する前に動かなくなったので、ｒ再度作り直すから日を改めて来て

くれ＝・」ここの警察というのはいったいどうなっているの？？？

全くいわれのない問題によって、突然降りかかってくる災難！

皆様もくれぐれもご用心ご用心ユ‥
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編集後記

今年4月のある日、前号の編集押当者石野さんと新宿の属所用で会いました。

山野さんにう放く掛けられたか、曲脾のい小畑周車ハ弔いでｑ骨が相良べ㍉いい在

っていたのか、あるいはその両カの複合作用か。　気がついてみたら会報次号の

編集を引き受けていました。　「身のはど知らず」とはこのことで、以後、後悔

と義務感のチャンプルーでブラフラしながらようやく第10年発刊の見通しが立

ってきました。

今尊は日本人葛地建没のからみもあーＪて、沖縄から糸満偵健氏（元・沖糾嘘．Ｉ血

政課長）、上田不二天神糾人′学教授の寄稿がありました。ご両名ともＬＩネ・イン

ドネシアの交流促進に視点をおいて、現地日本人会の意義役割まで言及していま

す。これに対応するかのような寄稿がトモホンに新設の日本語学校の一五井さん、

卜杉さんからありました。異なる民族どうＬが理解し合う那　一歩は、汰ず点心の

疎通です。喧嘩するにも恋を語るにもはじめに言葉ありき。　私の実感としては、

他所は知らず、北スラウエシに限ってみても日本語教育の普及度は不十分である

とおもいますり　　本会には政的派遣の日本調の兄′主ノバ）い乱す。戯しい増鳩のな

かで大変なお仕事だとおもいますが、インドネシア・日本の末米を造る仕事です

から、日本語指導の皆さんには、がんばっていただきたいと思います。

川口さん、川井さん、石野さん、羽根井さんには、すでに転出されているにか

かわらずご協力を戴いています，，「くされ緑」ではなく「切っても切れない仲」

だとあきらめて、すえながく付き合っていただくようお臓い致します。

気の早い話ですが、次号は来年2月発刊を予定しています。　2月末締め切り

です。今回忙しくて原稿に手をつけられなかった方も、次回はよろしくお願いし

ます。　今回寄稿された方はまた新しい話題を提供してください。

青木さんからトモホン日本語学校の写真が届きましたが、ファックスの感度が

惑かったので次号にまわします。どうぞ悪しからず。

今号掲載の会員名簿は、会員各位の住所、電話番号、メールアドレスなど、あ

えて省きました。当会および会報についての問い合わせは下記あてお願いします

平野　　健　　　　甘／Ｐ Ｏ812－430－0620　Ｆａｘ Ｏ43834363

長崎　節夫　　　　且／Ｐ Ｏ812－430－6782　Ｆａｘ Ｏ43836022
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会員名簿 

 

 

会報「タルシウス」電子版では不特定多数の方が閲覧するため、 

セキュリティ上の観点より会員名簿は非公開とすることとしました。 

（2014 年 04 月 20 日） 

 

 

上記理由により会員名簿が非公開になりましたことをご了承ください。 

●会報タルシウス（製本版）には従来通り名簿は掲載されます。 

●各会員に対しましての個別の、または、尋ね人などのお問い合わせは、 

直接日本人会へお問い合わせください。 

該当会員に連絡後、会員より直接連絡するか該当会員の同意のもとで、 

連絡先をお知らせすることといたします。 

 

 


